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はじめに
ウシマンボウ Mola alexandrini (Ranzani, 1834)

は，全長 3.3 m以上，体重 2,700 kg以上の巨体に
なり，世界中の温帯・熱帯海域に生息するマンボ
ウ科Molidaeマンボウ属Molaの魚類である（Sawai 

et al., 2017; Gomes-Pereira et al., 2022; Sawai and 

Nyegaard, 2023）．日本近海における本種は，北海
道から沖縄県まで散発的に記録されており（例え
ば，澤井・石黒，2022；澤井ほか，2023），全長
116.8–332.0 cmの体サイズ範囲の個体が確認され
ている（Sawai et al., 2017；澤井，2024）．学術的
に報告されている沖縄近海における本種の出現記
録は，伊江島（Yoshita et al., 2008），与那国島（下
瀬・澤井，2012），久米島および渡名喜島（澤井
ほか，2023）からの計 4個体と少ない．
このたび，2025年 3月に沖縄県のナガンヌ島

沖で，海面付近を遊泳しているウシマンボウが撮
影され，貴重な出現記録になると考えられたため，
ここに報告する．また，2015年 6月に沖縄島沖
で釣獲され，マンボウ Mola mola (Linnaeus, 1758)

と誤同定されていたウシマンボウの記録（大城，
2015）も見つかったため，合わせて報告する．

材料と方法
本研究で調査したウシマンボウ 1個体は，2025

年 3月 13日に沖縄県のナガンヌ島（慶良間諸島）
の北側沖（26°17'55.7"N, 127°31'12.2"E周辺）で，
ダイビングショップ・Dive Journeyが主催するホ
エールウォッチング中に，シュノーケリングに

よって撮影された（Fig. 1）．ナガンヌ島沖個体の
撮影日における現場周辺の海面水温は，気象庁
（2026b）の日別海面水温からデータを読み取り，
22–23°Cであった．
一方，釣獲されたマンボウ属 1個体は，2015

年 6月 12日に沖縄県南城市知念沖のパヤオ（浮
魚礁）周辺で，トビイカ Sthenoteuthis oualaniensis 

(Lesson, 1830)を餌に竿とリールによって 2時間
かけて水面まで釣り上げられ，船に乗せようと 1

時間奮闘したが乗せられなかったため，4時間か
けて船でけん引して陸地まで持ち帰られた
（JGFA, 2015–2026；仲栄真，2015；大城，2015）．
知念沖個体は現地で計量され，329.0 kgであった
ことが JGFAにも記録されている（JGFA, 2015–

2026；大城，2015）．知念沖個体が釣獲された詳
細な位置は不明だが，文献によると知念沖のパヤ
オは 26°N, 128°E周辺に設置されていることが多
かったため（例えば，大嶋，1987；平手，2011），
本研究ではその緯度経度の周辺海域をおおまかな
釣獲場所とした．知念沖個体の釣獲場所周辺の海
面水温は日別のデータが得られなかったため，釣
獲日が含まれる気象庁（2026a）の旬平均海面水
温からデータを読み取り，28–29°Cであった．
これら 2個体は，写真から外部形態を調査し，

種同定は Sawai et al. (2017)と澤井（2021）にし
たがった．

結果と考察
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体は，頭部がほんのわずかに隆起し（Fig. 1A矢
印），下顎下部も少し隆起し（Fig. 1A矢印），胸
鰭後方の体表に盛り上がったシワがないことから
（Fig. 1A黄色い円），ウシマンボウと同定された．
舵鰭縁辺部の背側と中央から腹側の一部が波打っ
ているように見えるが（Fig. 1B矢印），マンボウ
の舵鰭縁辺部の波型は山型であり（Sawai et al., 

2017），舵鰭縁辺部に谷型の波型をもつナガンヌ
島沖個体とは異なる．ナガンヌ島沖個体のように
舵鰭縁辺部の一部に谷型の波型をもつ本種は他の
個体でも確認されており，奇形や捕食生物に齧ら
れた可能性が推察されている（澤井ほか，2019）．
ナガンヌ島沖個体も谷型の波型がある舵鰭縁辺部

の周辺は他の部位よりも表皮が乱れており，再生
した痕のように見えるため，捕食生物に齧られた
可能性が考えられた．ナガンヌ島沖個体の下顎下
部の隆起は写真を見ても分かりやすいが頭部の隆
起は分かりづらく（Fig. 1A矢印），外観的に澤井
ほか（2023: fig. 2）の渡名喜島沖で撮影されたウ
シマンボウと似ていることから，同様の体サイズ
範囲（推定全長 1.4–2.0 m）と推測された．
知念沖で釣獲された個体はマンボウと考えられ

ていたが（JGFA, 2015–2026；仲栄真，2015；大城，
2015），頭部と下顎下部にわずかな隆起が確認で
き，舵鰭縁辺部全体に明瞭な波型がないこと，胸
鰭後方の体表に盛り上がったシワがないことから
本研究でウシマンボウと再同定された．知念沖個
体も舵鰭縁辺部の腹側の一部に谷型の波型があ
り，その部位周辺の表皮が傷付いているように見
えることから，捕食生物に齧られた可能性やけん
引する時に船に当たって擦れた可能性が考えられ
た．知念沖個体の全長の情報は見つからなかった
ため，Sawai and Nyegaard (2022)によるウシマン
ボウの全長体重関係式［体重 (kg) = 1.1 × 10-5 × 全
長 (cm)3.3248；この論文の結果と図の説明にある全
長体重関係式にはスペルミスがあり，アブストラ
クトにある全長体重関係式の方が正しい］を使用
して，体重 329.0 kgとなる全長を求めたところ
177.21 cmと推定された．外観的にも全長 2 mに
は達していないと考えられたので，知念沖個体の
体サイズは推定全長 1.8 m前後と推測された．
分布と水温　これまでの沖縄近海におけるウ

シマンボウの記録は，伊江島，与那国島，久米島
および渡名喜島である（Yoshita et al., 2008；下瀬・
澤井，2012；澤井ほか，2023）．本研究で調査し
た 2個体はそれぞれの出現場所に近い島から考え
て，Fig. 1個体は本種のナガンヌ島初記録，知念
沖個体（JGFA, 2015–2026；仲栄真，2015；大城，
2015）は本種の沖縄島初記録になると考えられる．
これまでに沖縄近海で記録されたウシマンボ

ウ計 6個体の出現時期や出現場所周辺の海面水温
について整理すると，2月は渡名喜島 21–23°Cと
久米島 23–24°C，3月はナガンヌ島 22–23°C，4

月は与那国島 25–26°C，5月は伊江島 24–25°C，6

Fig. 1. An individual of Mola alexandrini (1.4–2.0 m estimated 
total length) was photographed off Nagannu Island (around 
26°17'55.7"N, 127°31'12.2"E; Kerama Islands), Okinawa 
Prefecture, Japan, on 13 March 2025. A: anterior part of body. 
B: posterior part of body. Thick arrows and yellow circle: 
diagnostic characters for the species provided by Sawai et al. 
(2017) and Sawai (2021). Thin arrows: abnormal parts of the 
clavus (bite marks from the predator?). Photographed by Koya 
Takada.
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月は沖縄島（知念沖）28–29°Cとなり，少なくと
も冬から初夏にかけて出現することが明確となっ
た（Yoshita et al., 2008；下瀬・澤井，2012；JGFA, 

2015–2026；大城，2015；澤井ほか，2023；本研究）．
Pop-up satellite archival tagを使って本種の行動追
跡を行った Chang et al. (2021)では，夏季にも沖
縄島の沖合を移動している個体が示されており，
本種は他の季節にも沖縄近海に出現する可能性が
考えられる．本種は海洋環境によって行動を変化
させることが分かっており，海面水温が高い時は
海面水温が低い時と比べて表層で過ごす時間が少
なくなり，より深い水深で過ごす時間が多くなる
傾向が示唆されている（Chang et al., 2021）．本種
のこの行動変化は季節性とも関連していると考え
られ，沖縄近海を定点とした場合，海面付近での
本種との遭遇率は，海面水温が高い夏季よりも海
面水温が低い冬季の方が高くなるものと推察され
る．また観光事業の一環として，冬季の沖縄島周
辺海域ではザトウクジラ Megaptera novaeangliae 

(Borowski, 1781) の来遊に合わせたホエール
ウォッチングが積極的に行われており（松鷹，
1995），この活動も海面付近での本種と遭遇する
可能性を高めている．実際 Fig. 1個体や澤井ほか
（2023）の個体はホエールウォッチング中に観察
された．一方，本種は海域によって出現状況が異
なるため（例えば，澤井ほか，2011），沖縄近海
に留まるわけではなく（Chang et al., 2021），好適
水温帯を追いかけるように季節的な南北回遊もし
ている可能性が示唆されている（澤井，2024）．
沖縄近海に出現する本種のより詳細な出現状況を
知るためには，さらなる調査が求められる．
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